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			◎近代日本における釈尊の仏像の販売について

			

			　「釈迦仏の仏像を造るより、聖徳太子の像を創って、販売した方が日本文化の発揚によいのではないか」　

			

			　問う、お釈迦様の仏像を販売をするという会社がありますが、釈迦仏の像の御用はありませんか？　

			　答う、お宅の会社では、釈迦仏の仏像をお造りになって販売されていられるということですが、現在では、お釈迦様の仏像も、さぞ高度な技術を持って造られていると思いますが、私の所ではお釈迦様の仏像は、現在のところでは必要ではありません。

			　若し、よかったら今から申しあげるところを参考に聞いて下さい。

			　なぜかといいますと、単に仏像といつても、様々あると思います。そもそもインドのお釈迦様というのは、現在からは二千年～三千年の昔のインドの地域を中心として、広められたお釈迦様の仏教ということで、それは、地域的には、今から三千年～五千年前のインド地方という狭い地域の釈迦仏の仏像であります。而し、現代では、そのような狭い過去のインドの地方というだけではなくて、むしろ、世界的、地球的さらに、宇宙時代を中心として、物事を考える時代になっています。現代はこのような時代になってきたのですから、東洋では、東の果て、日本が、むしろ、東洋文化の出発点とも言うことができますから、その根源であるところの日本文化を根源とするところの仏像こそ、現代では必要な時代となってきているのです。

			　日本発の最初の仏像というものを、造ることの方が大切ではないでしょうか？。

			　日本は神々の国といって、天照大神を始めとして、八百万（やおよろず）の神の国といって、多くの神々を崇拝しました。神道を中心とした国になっております。

			　現代の時代を導く世界の文化と言えば、言い変えれば、現代の東洋発の文化と言えば、それは、日本文化であると言つても過言ではない時代になってきています。

			　数千年前の日本の国は、天照大神以下代々の後を、天皇が継承するところの国であり、その中で最初の神の国でありながら、インド発の仏教を合わせて、信仰の中心にしようとしたのは、実に日本の聖徳太子であります。

			　問う、(電話の人に)此の間のＮＨＫのテレビの聖徳太子の放映を、御覧になりましたか？

			　答う、(電話の人)はい、私は良くは見ておりません。

			　放送された聖徳太子の映画を見れば、私の言っている主旨もお解りの事と思いますが、聖徳太子の時代は、どういう日本であったかというと、天皇を中心として、部族同志がお互いに殺戮（さつりく）し合った時代でありまして、自分達が政治の中心の権力を掌握しようとして、お互いに天皇を立てて、闘争をくり返した時代でありました。

			　聖徳太子の時代は、こうして部族がお互いに戦い合って、次の皇位の継承者となるべき、即ち天皇となるべき御子を奉じて、天皇家の兄弟達までが(太子達までが)、部族の力を借りて、相殺害し合って、自分が次の継承の地位に立とうとした時代でありました。

			　これが聖徳太子以前の日本の姿であったのであります。

			　所謂、部族同志が相戦って、皇太子達も、部族達も、合い殺戮し合った時代で、国家全体が秩序が出来ていない時でありました。

			　ところが、それに対して、天照大神から、継承した天皇が病気で死にそうになった時、なんとか、天皇を助ける道は無いものかと思って、お互いに色々と考えた末に、誰もが天皇を助ける道が無くて、ただひたすらに、神々に祈っても助けようもなくて、万策尽きた時、その時に、インド発の仏教というものを、採用して、その教えを信仰すれば、必ず天皇の命も助かるのではないかということを、考えた人があったのであります。それが聖徳太子であったのです。

			　日本古来の神道であってさえも、インド発の仏教を信仰することによって、つまり現代的に言えば仏教とか、キリスト教とか、やれ、何宗教だとか、何々宗派とか言い合いながら、お互いに格闘し合うのではなくて、「和をもって貴しとなす」として、聖徳太子は、全ての信仰の良いところをお互いに話し合って、良いところは認め、悪いところは捨て合って、お互いに話し合うことによって、和のサークルを作つて、日本の国の後継（あとつぎ）をきめようでは無いかと考えて、十七条の憲法を創ったのが、聖徳太子であったのであります。

			　ＮＨＫの大河ドラマでは、其の時、インド発の仏像を自らの頭に結わえ付けて、戦いに出て、逐に、太子は、仏教の輸入を反対した部族を徹底的に攻め滅ぼして、大勝利を得たのが聖徳太子であります。

			　そこで十七条の憲法の第一に、「和をもって貴しとなす」と定めたのでありました。和をもってとは、現代の意味で理解すれば、仏教とか、キリスト教とか、天理教とか、金光教とか、又は、仏教の何宗であるとか、真言宗であるとか、天台宗、念仏だとか言う考えを中心として、部族同志や、皇族等が戦いを目標にするのではなくて、お互いに長所を重んじて、短所を捨てて、「和をもって貴しとなす」と、定めて、聖徳太子は、皇位の継承を、そのように武力ではなく、話しあいでさだめようと、改めたのでありました。

			　こうして仏教輸入の反対者との戦いも終止符を打ったのであります。

			　このような経路を経て以来、代々の天皇家は、仏教を信用して、インド発の仏教がその終点に到着したのが、奈良の大仏でありました。

			　これをもって、インド釈迦仏の信仰は、終わりとなるのであります。

			　寧ろ聖徳太子の像を創ることの方が、必要ではないでしょうか。

			　今回は折角インドの釈迦仏の仏像を、ご紹介頂いたのに、水をさすようなことを、こまごまとのべましたが、参考として考えては如何でしょうか。

			　聖徳太子の仏像等も建てて、世界に日本文化の発生の原点の文化の一助としてみては、如何でしょうか。

			

			

			**********

			以下、原版には、風の音、広尾町と題する詩が掲載されてあったが、プライバシー保護のため、出処不明のため、この版では省略した。よい詩であるが。

			**********

			

			

			**********

			以下は聖人の御書とおもわれるもの

			～

			る、法相宗と華厳宗と真言宗とを、一時にとりひしがれたる書なり。又日本国には人王第三十代欽明天皇の御宇十三年壬申十月十三日に百済（くだら／ひゃくさい）国より一切経・釈迦仏の像をわたす。又用明天皇の御宇に聖徳太子仏法をよみはじめ、和気の妹子（いもこ）と申す臣下を漢土につかわして、先生所持の一巻の法華経をとりよせ給いて持経と定め、其の後人王第三十七代孝徳天皇の御宇に、三論宗・華厳宗・法相宗・倶舎宗・成実宗わたる。人王第四十五代聖武天皇の御宇に律宗わたる。巳上六宗なり。孝徳より人王第五十代の桓武天皇にいたるまでは、十四代一百二十余年が間は、天台真言の二宗なし。桓武の御宇に、最澄と申す小僧あり、山階寺の行表僧正の御弟子なり。法相宗を始めとして、六宗を習いきわめぬ。而れども仏法いまだ極めたりともおぼえざりしに、華厳宗の法蔵法師がつくりたる起信論の疏を見給うに、天台大師の釈を引きのせたり。此の疏こそ仔細ありげなれ。此の国に渡りたるか、又いまだわたらざるかと不審ありしほどに、有る人に問いしかば、其の人の云わく、大唐の楊州竜興寺の僧鑒真和尚は天台の末学道宣律師の弟子、天宝の末に日本国にわたり給いて、小乗の戒を弘通せさせ給いしかども、天台の御釈持ち来たりながらひろめ給わず、人王第四十五代聖武天皇の御宇なりとかたる。其の書を見んと申されしかば、取り出だして見せまいらせしかば、一返御らんありて、生死の酔をさましつ。此の書をもって

			～　

			*******************

			平成　年　月　日

			編集兼発行人　手塚寛道

			青金社・上　妙　寺

			東京都東大和市湖畔一ノ九一一ノ一八

			電話　○四二－五六四－七六四五

			ワープロ印字　牛元今朝子

			*******************

			平成二十八年五月二十五日

			デジタル版発行

			富士見庵日種

			デジタル化　erika&nanae

			*******************
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